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区　分 開催年月日 　　　内　　                  容

第1回 平成30年5月11日 議案1　評議員選任・解任委員会委員の選任同意（案）について

議案2　平成29年度事業報告について

議案3　平成29年度収支決算について

報告1　平成29年度寄付の受領について

報告2　平成30年度寄付の受領について

報告3　共催・後援・協賛名義使用について

第2回 平成30年9月27日 議案1　評議員選任候補者の推薦について

議案2　相談役の委嘱について

議案3　平成30年度補正予算について

報告1　石岡市社会福祉協議会との災害時における相互協力に関する

　　　　　協定締結について

報告2　平成30年7月豪雨義援金及びボランティア活動助成金について

報告3　文京区地域公益活動ネットワークの活動状況について

報告4　文京ボランティアまつりについて

報告5　平成30年度寄付の受領について

報告6　共催・後援・協賛名義使用について

第3回 平成31年3月12日 議案1　定款及び諸規程の改正について

議案2　平成30年度補正予算について

議案3　平成31年度事業計画（案）について

議案4　平成31年度収支予算（案）について

議案5　評議員会の開催について

報告1　文京区地域福祉活動計画の改定について

報告2　平成30年度指導検査結果について

報告3　平成30年度歳末・地域福祉たすけあい運動募金結果について

報告4　平成30年度寄付の受領状況について

報告5　共催・後援・協賛名義使用について

　　　平成30年度　社会福祉法人文京区社会福祉協議会　事業報告　

１　会議等の開催状況

（1）理事会
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区　分 開催年月日 　　　内　　                  容

第１回 平成30年5月25日 議案1　平成29年度事業報告について

議案2　平成29年度収支決算について

報告1　平成29年度寄付の受領について

報告2　平成30年度寄付の受領について

報告3　共催・後援・協賛名義使用について

第2回 平成30年11月27日 議案1　平成30年度補正予算について

報告1　相談役の委嘱について

報告2　石岡市社会福祉協議会との災害時における相互協力に関する

　　　　　協定締結について

報告3　平成30年7月豪雨義援金及びボランティア活動助成金について

報告4　文京区地域公益活動ネットワークの活動状況について

報告5　文京ボランティアまつりについて

報告6　平成30年度寄付の受領について

報告7　共催・後援・協賛名義使用について

第3回 平成31年3月27日 議案1　定款及び諸規程の改正について

議案2　平成30年度補正予算について

議案3　平成31年度事業計画（案）について

議案4　平成31年度収支予算（案）について

報告1　文京区地域福祉活動計画の改定について

報告2　平成30年度指導検査結果について

報告3　平成30年度歳末・地域福祉たすけあい運動募金結果について

報告4　平成30年度寄付の受領状況について

報告5　共催・後援・協賛名義使用について

（2）評議員会
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（3）評議員選任・解任委員会

区　分 開催年月日 　　　内　　                  容

第1回 平成30年9月27日 議案1　評議員の選任について

区　分 開催年月日 　　　内　　　　　　　　　　容

決　算 平成30年5月7日 平成29年度決算監査

決　算 平成30年11月27日 平成30年度中間監査

（5）文京区地域福祉活動計画推進委員会

区　分 開催年月日 　　　内　　　　　　　　　　　容

第１回 平成30年8月30日 議案1　基本目標の進捗状況について

議案2　文京ボランティア支援センターの活動状況について

議案3　文京区地域公益活動ネットワークの活動状況について

議案4　次回の委員会について

（6）応急小口資金調査委員会

区　分 開催年月日 　　　内　　　　　　　　　　容

第１回 平成31年3月27日 議案1　委員長、副委員長の選任について

議案2　応急小口資金に関する償還金支払免除について

議案3　その他

（7）福祉サービス苦情解決委員会

区　分 開催年月日 　　　内　　　　　　　　　　容

（8）苦情解決第三者委員会

区　分 開催年月日 　　　内　　　　　　　　　　容

（9）成年後見制度推進機関運営委員会

区　分 開催年月日 　　　内　　　　　　　　　　容

第１回 平成30年11月28日 議案1　委員長、副委員長の選任について

議案2　権利擁護センターの概要について

議案3　法人後見の受任、解約状況について

議案4　「成年後見制度の利用の促進に関する法律」における地域連携

　　　　　ネットワーク、中核機関について」

未開催

未開催

（4）監査
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2 　実施事業  

（円）

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 組織運営 （1）理事会の開催及び監査の実施 197,000 152,829 44,171

（2）評議員会の開催 111,000 108,950 2,050

　評議員会を開催する。（開催状況は別掲）

（3）評議員選任・解任委員会の開催 20,000 9,000 11,000

　評議員選任・解任委員会を開催する。（開催状況は別掲）

（4）苦情解決第三者委員 27,000 0 27,000

2 （1）文京区地域福祉活動計画推進委員会の開催 210,000 97,477 112,523

（2）調査研究･研修 2,187,000 1,890,543 296,457

　文社協の活動に関する調査研究や研修等を実施する。

（3）情報交換、連絡調整

3 広報活動 （1）文社協だより 8,732,000 7,248,727 1,483,273

（2）機関誌文社協 370,000 351,954 18,046

　　　平成30年7月発行　2,500部(2,500部)

（3）ホームページ・フェイスブックによる情報発信 1,054,000 927,180 126,820

（4）地域啓発活動 505,000 166,400 338,600

（5）文京区観光写真コンクール事業への助成（協賛）

　 観光協会が主催する観光写真コンクールを協賛する。

　事業報告、会員名簿等を掲載した機関誌を年１回発行し、
会員への配布を行い社協事業等に対する理解促進に努め
る。

　 文社協の事業や地域福祉に関する情報を区民に広く周知
するため、情報発信を行う。

　文社協の活動や事業への理解を深めるためＰＲに努める。
また、オリジナルＰＲグッズを作成し、各種事業において啓発
を図る。

　文社協が実施する事業に対する利用者からの苦情につい
て第三者委員により対応する。（開催状況は別掲）

調査研究・
連絡調整

　 地域福祉活動計画の進捗状況の確認及び評価を行うた
め、文京区地域福祉活動計画推進委員会を開催する。（開
催状況は別掲）

　 城北ブロック社協との情報交換、区内社会福祉関係団体
等の総会、連絡会等への参加、都内各社会福祉協議会との
調整に努める。役員会、事務局長会等を通じての情報交換･
連絡を行う。

　 文社協の事業等を広く区民に周知し理解を得るため、隔月
発行し、町会による全戸配布を行う。

※実績は平成31年3月末日現在
　（　）内は前年度末の実績

  地域福祉推進拠点区分

（1） 法人運営事業サービス区分

事業区分

　理事会及び定期監査、中間監査を実施する。（開催状況は
別掲）
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

4 （1）地域公益活動ネットワーク会議 105,000 83,956 21,044

　　１　　ネットワーク会議

　　【総会】

　　　第1回：平成30年7月30日（月）

　　　第2回：平成31年2月26日（火）

　　【企画協働推進部会】

　　　第1回：平成30年9月20日（木）

　　　第2回：平成30年11月5日（月）

　　　第3回：平成30年12月13日（木）

　　　第4回：平成31年2月25日（月）

　　　第5回：平成31年3月11日（月）

　　【広報戦略部会】

　　　第1回：平成30年11月8日（木）

　　　第2回：平成31年3月14日（木）

　　【財務部会】

　　　第1回：平成31年2月14日（木）

5 財源確保 （1）募金箱 7,000 1,946 5,054

　　　設置箇所数＝82店舗（82店舗）

（2）会員の加入促進 571,000 473,519 97,481

　　　平成31年4月1日現在

　　　正     会    員＝193名（197名）

　　　賛  助  会  員＝1,744名（1,889名）

　　　特別賛助会員＝154名（170名）

　　　　　　　　　合計＝2,091名（2,256名）

14,096,000 11,512,481 2,583,519

223,936,000 194,542,673 29,393,327

238,032,000 206,055,154 31,976,846

　 文京区商店街連合会等の協力を得て、室内用募金箱の設
置を行い、自主財源の確保に努める。

　 民生・児童委員の協力を得て、戸別訪問による会員の加入
促進に努める。

法人運営事業サービス区分　事業費等合計

法人運営事業サービス区分　人件費・建物維持管理費・事務費等合計

合　　　計

事業区分

地域公益
活動

　 区内の各社会福祉法人が地域における公益的な取り組み
を進めていくため、ネットワーク会議を開催する。また、事務局
として公益活動「夢の本箱」プロジェクトの運営を担い、ホーム
ページ等で情報発信を行う。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）屋外生活者緊急援護 332,000 164,860 167,140

　　　支援件数＝463件（514件）

（2）家具転倒防止器具設置費助成事業 844,000 115,425 728,575

　　　助成件数＝38件(37件)

（3）ふれあいいきいきサロン（小地域グループ活動） 6,855,000 6,084,625 770,375

　　　サロン数＝114箇所（103箇所）

　　　開催回数＝2794回（2,951回）

　　　参加者＝41,205名（ボランティア6,211名を含む）

　   　　　　　　（39,724名(ボランティア6,156名を含む））

（4）みまもり訪問事業 753,000 379,178 373,822

　　　利用者＝51名（67名）

　　　サポーター＝54名（55名）

（5）高齢者への安全補助杖の配付 542,000 512,730 29,270

　　　配付数＝388本 (427本）

（6）通所施設合同運動会への支援（協賛） 174,000 172,000 2,000

　　　開催日＝平成30年10月6日（土）

　　　参加賞配布数＝400個（400個）

　　　会場＝六義公園運動場

（7）通所施設合同ボウリングの集いの開催 65,000 49,005 15,995

　　　開催日＝平成31年1月29日（火）

　　　参加賞配布数＝165個（185個）

　　　会場＝東京ドームボウリングセンター

   高齢者の孤立防止及び心身、生活状況等に異変が生じた
際に必要な支援につなげるために、社協に登録しているみま
もりサポーターが自宅を月2回程度訪問し安否確認を行う。

65歳以上の歩行困難な高齢者（希望者）に対して安全補
助杖を配付する。配付は、文京区福祉部高齢福祉課を通じ
て行う。

　心身障害者（児）通所施設の合同レクリエーション（運動会）
について、参加者に楽しんでもらうとともに、近隣地域やボラ
ンティアの障害者に対する理解を深めるきっかけとすることを
目的に支援を行う。

　 心身障害者（児）の社会参加の一助として、株式会社東京
ドームの協力を得てボウリング大会を開催する。

事業区分

地域福祉
事業

　 屋外生活者へ入院時の日用品、緊急時の交通費を支給す
る。支給は、文京区福祉部生活福祉課を通じて行う。

家庭における防災対策を支援するため、家具転倒防止器
具の設置経費の一部を助成する。

　 高齢者や障害者、子育て中の親子などの閉じこもりを防
ぎ、地域の中で安心して住み続けられるよう、地域の方々によ
る「楽しく、気軽に、無理なく」行う、仲間づくり、生きがいづくり
の場としてのサロン活動を支援する。

（2） 地域福祉事業サービス区分
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

2 （1）子育てサポーター認定制度 1,708,000 889,338 818,662

　１　スタンダードサポーター認定研修(年2回)

　　　第1回修了者＝14名（23名）

　　　開催日＝平成30年9月29日（土）・30日(日)、

　　　　　　　　　　　　 　　10月10日（水）・11日（木）

　　　第2回修了者＝19名（21名）

　　　開催日＝平成31年1月26日（土）・27日（日）、

　　　　　　　　　　　　　　  2月6日（水）・7日（木）

　　　会場＝貞静学園短期大学、文京区民センター

　２　アドバンスサポーター認定研修

　　　修了者＝30名（27名）

　　　開催日＝平成30年12月5日(水)

　　　会場＝文京シビックセンター

（2）地域の子育てサポート連絡会 561,000 61,603 499,397

　　１　分科会

　　　開催回数＝15回（11回）

　　　参加者＝75名（87名）

　　２　分科会主催交流会

　　　開催日＝平成30年4月22日(日)

　　　参加者＝240名(81名)

　　３　子育てフェスティバル出展

　　　開催日＝平成30年9月2日（日）

　　　参加団体数＝5団体

子ども・子
育て安心
サポート事
業

　 子育て支援の担い手を育成するため、区内専門機関と連
携して、子育て支援の研修を行い子育てサポーターとして認
定する。

　子育て中の親や区内で活動するボランティア団体等をメン
バーにして、子育て支援の担い手の充実とネットワークづくり
を図る。

事業区分
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

3 （1）小地域福祉活動の推進 1,301,000 1,242,638 58,362

　　１　活動内容

　　　・地域福祉コーディネーターによる住民と多様な専門の

　　関係者によるネットワーク形成

　　　・行政や地域の資源と連携して行う地域組織への支援

　　　・多種多様な担い手による居場所づくり

　　２　新規相談件数

　　３　活動件数

4 （1）赤い羽根助成金事業 2,660,000 1,647,904 1,012,096

15,795,000 11,319,306 4,475,694

地域連携
プロジェク
ト事業 　地域課題の中から選定した単身高齢者の終活支援に対応

するために、多様な主体が連携・協働できるスキームづくり、
モデルケースでの検証を行う。

地域福祉事業サービス区分　事業費等合計

事業区分

小地域福
祉活動 　全地区に配置した地域福祉コーディネーターが、地域での

支えあい力を高めるため、町会・自治会等を単位とする小地
域で、地域で起きている問題を地域の人々と一緒に考え、解
決に向けた取り組みを進める。

富坂圏域 大塚圏域 本富士圏域 駒込圏域 4圏域合計

個人 36件（35件） 75件（64件） 47件（37件） 40件（42件） 198件（178件）

団体 26件（44件） 33件（56件） 36件（51件） 29件（29件） 124件（180件）

富坂圏域 大塚圏域 本富士圏域 駒込圏域 4圏域合計

直接支援 173件（149件） 287件（258件） 174件（200件） 262件（230件） 896件（837件）

間接支援 466件（404件） 651件（669件） 569件（686件） 529件（454件） 2,215件（2,213件）

地域支援 1,367件（1,447件） 1,822件（1,547件） 1,684件（1,534件） 864件（1,420件） 5,737件（5,948件）

啓発支援 29件（56件） 49件（45件） 72件（52件） 91件（95件） 241件（248件）
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（3）助成事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）民生・児童委員協議会への助成 1,058,000 956,000 102,000

　　　民生委員・児童委員定員＝144名(146名)

（2）話し合い員連絡協議会への助成 200,000 200,000 0

　　　話し合い員定員＝41名(44名)

（3）更生保護女性会の研修会への助成 100,000 100,000 0

　　　実施日＝平成30年12月6日（木）

　　　参加者＝40名（40名）

（4）社会を明るくする運動への助成 220,000 220,000 0

　１　街頭での啓発活動

　　　実施日＝平成30年7月1日（日）

　　　会場＝東京ドーム周辺

　２　文京区社会を明るくする大会

　　　実施日＝平成30年7月14日（土）

　　　会場＝文京シビックホール小ホール

2 （1）青少年健全育成会への助成 882,000 882,000 0

　　　青少年健全育成会9地区

3 （1）高齢者クラブ友愛訪問活動事業への助成 640,000 630,000 10,000

　　　クラブ数＝60クラブ（61クラブ）

　　　訪問者＝6,729名（6,600名）

（2）高齢者クラブ緑に親しむ集い事業への助成 1,125,000 1,005,000 120,000

　　　4地区参加者＝402名（392名）

児童福祉
活動への
支援 　 青少年健全育成会に対して、青少年健全育成事業経費の

一部を助成する。

高齢者福
祉活動へ
の支援

高齢者クラブに対して、友愛訪問活動事業（ひとり暮らしな
どで孤独になりがちの高齢者を訪問）経費の一部を助成す
る。

　 高齢者クラブに対して、高齢者の日常生活を豊かで生きが
いのあるものにすることを目的とした緑に親しむ集い事業経
費の一部を助成する。

　高齢者及び障害者福祉の向上のため、要支援高齢者や障
害者宅を訪問し話し相手になる話し合い員連絡協議会に対
して、研修会経費の一部を助成する。

　 更生保護女性会に対して、研修会経費の一部を助成す
る。

　 文京区保護司会に対して、社会を明るくする運動事業の一
部を助成する。

　 区立中学校生徒による意見発表と青少年非行問題に関す
る講演

事業区分

地域福祉
活動への
支援 　地域福祉活動推進のため、民生・児童委員協議会に対し

て、活動経費の一部を助成する。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

3 （3）高齢者クラブ地区芸能大会への助成 320,000 320,000 0

　　　4地区参加者＝1,217名（1,275名）

（4）高齢者クラブ寿作品展示会への助成 28,000 28,000 0

　　　クラブ数＝7クラブ（7クラブ）

（5）　敬老てんぷら会への助成 350,000 350,000 0

　　　第63回敬老てんぷら会 　

　　　実施日＝平成30年9月3日(月）

　　　参加者＝203名（188名）

　　　会場＝海蔵寺

（6）　高齢者クラブ連合会への助成 171,000 171,000 0

　　　高齢者クラブ数＝60クラブ（61クラブ）　

4 （1）心身障害福祉団体連合会事業への助成 1,716,000 0 1,716,000

　　１　広報誌等発行

　　２　重度障害者日帰り研修

　　３　重度障害者宿泊研修

　　４　役員研修

　　５　社会参加事業

（2）文肢協音楽の集いへの助成 50,000 50,000 0

　　　実施日＝平成31年1月10日（木)

　　　参加者＝107名（102名）

（3）心身障害者施設行事への助成 75,000 30,000 45,000

　 心身障害者施設主催の行事経費の一部を助成する。

　　１　小石川福祉作業所

　　　開催日＝平成30年10月27日(土)

　　　参加者＝173名（253名）

　　２　若駒の里

　　　開催日＝平成30年11月24日(土)

　　　参加者＝375名（300名）

　 文京区肢体障害者福祉協会に対して、障害者の社会参加
を促進することを目的とした事業経費の一部を助成する。

　文京区釣友連合会に対して、高齢者を招待する敬老てん
ぷら会事業経費の一部を助成する。

　 高齢者クラブ連合会に対して、広報紙発行や研修等経費
の一部を助成する。

障害者福
祉活動へ
の支援 文京区心身障害福祉団体連合会に対して、障害者の交流

や自立、障害者に対する理解と関心を深めることを目的とし
た事業経費の一部を助成する。　（平成30年度助成休止）

事業区分

高齢者福
祉活動へ
の支援 　 高齢者クラブに対して、高齢者の日常生活を、豊かで生き

がいのあるものにすることを目的とした芸能大会経費の一部
を助成する。

　 高齢者クラブに対して、自主的に地域で開催する寿作品展
示会経費の一部を助成する。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

4 （4）通所施設指導員研修への助成 74,000 74,000 0

　　　開催日＝平成31年3月1日(金)

　　　参加者＝85名（60名）

（5）障害者相談員への助成 32,000 0 32,000

　 障害者相談員の自主的な活動を助成する。

（6）文京区精神障害者地域家族会への支援 70,000 70,000 0

　　　開催回数＝12回（12回）

　　　開催日＝平成30年4月3日（火）、5月12日（土）、

　　　　　　　  　6月5日（火）、7月7日（土）、9月1日（土）、

　　　　　　　　10月2日（火）、11月3日（土）、11月10日（土）、

　　　　　　　　12月4日（火）、平成31年1月5日（土）、

　　　　　　　　 2月5日(火)、3月2日（土）

　　　参加者＝150名（190名）

（7）文京区心のふれあいをすすめる会への支援 1,545,000 1,456,290 88,710

　　１　地域交流祭

　　　開催日＝平成30年6月4日（月）

　　　参加者＝174名（181名）

　　２　バスハイク

　　　開催日＝平成30年9月7日（金）

　　　参加者＝195名（224名）

　　３　精神保健講演会

　　　開催日＝平成31年2月16日(土)

　　　参加者＝220名（50名）

　　４　心の健康ガイドマップ作成

　　　作成数＝1,500冊（1,800冊）

　 文京区心のふれあいをすすめる会に対して、事業経費の
一部を助成する。

事業区分

障害者福
祉活動へ
の支援 　 心身障害者（児）通所施設指導員が行う自主的な研修会

経費の一部を助成する。

　 文京区精神障害者地域家族会に対して、精神障害者の福
祉向上を目的とした活動経費の一部を助成する。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

4 （8）宿泊訓練事業への支援 250,000 200,000 50,000

　　１　銀杏企画

　　　実施日＝平成30年10月11日(木)～12日(金)

　　　参加者＝34名（36名）

　　２　銀杏企画Ⅱ

　　　実施日＝平成30年10月18日(木)～19日(金)

　　　参加者＝34名（36名）

　　３　銀杏企画三丁目

　　　実施日＝平成30年10月18日(木)～19日(金)

　　　参加者＝23名

　　４　エナジーハウス

　　　実施日＝平成31年3月13日(水)～15日(金)

　　　参加者＝25名（25名）

　　５　東京カリタスの家（休止）

（9）オープン夕食会への支援 60,000 60,000 0

　　　開催回数＝10回（10回）

　　　参加者＝ 197名（226名）

5 （1）地域の居場所確保事業 1,200,000 279,700 920,300

　　　助成件数＝2件（2件）

（2）地域の支え合い体制づくり推進事業 5,356,000 3,117,940 2,238,060

　　　「つどい～の」助成件数＝11件（5件）

　　　開催数＝553回（140回）

　　　参加者数＝8,253人（2,264人）

　　　立上げ経費助成件数＝6件（20件）

（3）日本語支援及び学習支援活動助成 250,000 250,000 0

　　　助成件数＝１件

6 （1）子ども食堂等支援事業 3,000,000 1,692,959 1,307,041

　　　立上げ経費助成件数＝4件（6件）

　　　事業経費助成件数＝10件（6件）

18,772,000 12,142,889 6,629,111

7,000 0 7,000

18,779,000 12,142,889 6,636,111合　　　計

　 世代を問わず誰もが気軽に参加できる「地域の居場所」を
運営する活動及び「住民主体の通いの場」の事業立上げ経
費として補助を実施する。

　　日本語を母国語としない児童等に対する学習支援活動を
実施する団体に対し助成する。

子ども食
堂への支
援 　家庭の事情による孤食などの状況にある子どもたちに対す

る、食事提供の支援を含めた居場所づくりとしての「子ども食
堂」等の地域活動を助成する。

助成事業サービス区分　助成金合計

助成事業サービス区分　事業費等合計

障害者福
祉活動へ
の支援 　 精神障害者の社会参加を推進する一助として、宿泊訓練

経費の一部を助成する。

　 地域活動支援センターエナジーハウスに対して、精神障害
者への理解を深めることを目的としたオープン夕食会経費の
一部を助成した。

地域の居
場所づく
り・支え合
い事業へ
の助成

　 地域の住民が集える場を構築し、地域福祉の増進を促進
するため、所有している土地及び建物（全部又は一部）を、専
ら地域の居場所としての利用に提供している者に対し、提供
する面積に応じた土地・建物の固定資産税・都市計画税相当
額を助成する。

事業区分
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実  施  事  業  の  内  容 予算額 決算額 差異

1 （1）福祉車両の貸出し 747,000 632,112 114,888

　　１　つつじ号：車いすリフト式普通車

　　２　さつき号：車いすスロープ式普通車

　　　利用日数＝延べ248日93件（353日125件）

　　※つつじ号は故障のため貸出休止

（2）車いすの貸出し 62,000 49,356 12,644

　　　利用日数＝延べ1,310日（1,342日）

2 （1）いきいきサービス事業（在宅福祉）の普及･啓発 97,000 28,145 68,855

　 事業の推進を図るためにＰＲ活動を行う。

　　　利用会員＝219名（199名）

　　　協力会員＝169名（158名）

　　1  協力会員登録希望者向け事業説明会

　　　第1回 平成30年6月14日(木) 参加者＝8名

　　　第2回 平成30年9月21日(金) 参加者＝8名

（2）在宅福祉活動研修 98,000 46,200 51,800

　　　第1回 平成30年5月14 日(月) 参加者＝18名（13名）

　　　第2回 平成30年10月5日（金）18名（17名）

　　　第3回 平成31年２月22日（金） 20名（23名）

（3）協力会員交流会 48,000 9,760 38,240

　　　第1回 平成30年4月25日（水） 参加者=16名（16名）

　　　第2回 平成31年1月11日（金） 12名（15名）

3 （1）ホームヘルプサービス事業 9,475,000 8,098,582 1,376,418

　 家事援助・介護援助等の事業を実施する。

　　　家事援助＝ 6,453時間（7,095時間）

　　　介護援助＝210時間（303時間）

　　　大掃除等＝592時間（709時間）

10,527,000 8,864,155 1,662,845在宅福祉事業サービス区分　事業費等合計

歩行困難者や福祉教育についての学習時に車いすの貸
出しを行う。

在宅福祉
の普及・啓
発活動

　 協力会員を対象として、活動に必要な知識と技術を習得す
るための研修を実施する。

　 協力会員の情報交換と相互交流を図ることを目的として交
流会を開催した。

　　※第2回はファミリー・サポート・センター、権利擁護セン
ターと合同開催

いきいき
サービス
事業

（4） 在宅福祉事業サービス区分

事業区分

在宅福祉
の支援

　 高齢者や障害者の社会参加促進のため、2台の福祉車両
の貸出しを行う。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）ボランティア活動基盤づくり 885,000 647,945 237,055

（2）文京ボランティア支援センター運営

　 センターの円滑な運営を行う。

（3）ボランティア・市民活動の把握

（4）活動団体のＰＲ支援

（5）啓発活動

（6）ボランティア活動に関する相談と紹介

（7）ボランティア説明会 40,000 0 40,000

（8）ボランティア・市民活動団体研修費の助成 1,505,000 328,000 1,177,000

　　　助成件数＝10件（11件）

（9）ボランティア養成講座 6,435,000 6,172,111 262,889

　　１　朗読・音訳講習会　（休止）

　　２　点訳とさわってわかる図の講習会　（休止)

　　３　手話講習会

　　　クラス＝初級、中級、上級、通訳養成

　　　　　　　※各 昼･夜コース

　　　講習回数＝各40回（各40回）

　　　開講時受講者＝207名（203名）

　　　修了者＝170名（165名）

（10）傾聴ボランティア講習会 195,000 193,540 1,460

　　　講習回数＝全9回（内、実習1回）

　　　修了者＝24名（26名）

   ボランティア団体のスキルアップ等を支援するため、研修費
の助成を行う。

　 技術や技能を必要とするボランティアの育成を図るととも
に、特技を生かして地域活動に参加できる糸口を見出すこと
を目的として開催する。

　 高齢者等の様々な話を聴き、孤立防止等を図るための傾
聴ボランティア講習会を開催する。

　 ボランティア団体、ＮＰＯ、市民活動団体の活動内容につ
いて、社協ホームページ等に掲載して団体のＰＲ活動を支援
する。

　 ボランティア活動の意義や活動の現状、動向等について、
活動に携ったことのない人や企業人への啓発に努める。ま
た、ボランティア、ＮＰＯ、市民活動団体の活動内容につい
て、ホームページ等により区民へ周知する。

　 ボランティア活動希望者やボランティア紹介希望者（ニー
ズ）からの相談への対応、紹介を行う。

　 ボランティア活動への理解を深めるとともに、活動への参加
を呼びかけることを目的に開催する。

（5） ボランティア活動推進事業サービス区分

事業区分

ボランティ
ア活動の
推進

　ボランティア活動が円滑に行えるよう、ボランティア保険に関
する案内や資機材の整備を行う。（図書、備品･修繕、活動機
材等）

　 活動希望者のニーズを把握するために、ボランティア、ＮＰ
Ｏ、市民活動団体を対象に活動調査を随時実施する。

19



実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （11）夏のボランティア体験教室 72,000 66,036 5,964

　　開催期間＝平成30年7月23日（月）～9月2日（日）

　　参加者＝115名（77名）

　　　　　　　　小学生10名、中学生45名、高校生27名、

　　　　　　　　大学生・専門学生7名、その他26名

（12）情報紙 「ぼらんてぃあニュース」の発行 790,000 402,455 387,545

　　発行部数＝各3,500部

　　発行月＝平成30年10月、平成31年2月

　　配布先＝ボランティア、企業、学校、公共機関等

（13）文京つながるメッセ 1,655,000 1,302,093 352,907

　　　開催日＝平成30年11月17日（土）

　　　来場者数＝750名（1,200名）

（14）災害ボランティア体制の整備 1,699,000 961,304 737,696

　　  災害ボランティアセンター設置訓練

　　　開催日＝平成31年3月1日(金)

（15）ボランティア連絡会 92,000 0 92,000

（16）福祉教育の推進 208,000 158,562 49,438

　　　実施校＝18ヵ所・47件（25校・団体60件）

（17）地域のネットワーク事業 85,000 12,074 72,926

　　　実施回数＝5回（8回）　7大学12団体

　　　開催日＝平成30年5月23日（水）、7月4日（水）、

　　　　　　　　　　　　　　　9月28日（金）、12月14日（金）、

　　　　　　　　   平成31年2月8日（金）

　 学校や地域、関係機関等と連携し、ボランティアの体験学
習や地域・当事者団体との交流等を通じて、福祉教育を推進
する。

　  区内で活動する学生ボランティア団体等と情報交換や交
流を図り、学生ボランティア団体等各団体の組織力強化、
ネットワーク化を図る。また、各団体同士の連携、ネットワーク
化も進め、30年度は学生ソーシャルアクション連絡会を行う。

　 ボランティア等に関するリーフレットを作成・発行し、区内公
共機関等で配布しボランティア活動の活性化を図る。この一
環として、ボランティア、ＮＰＯ、市民活動に関する情報紙を発
行し、区内公共機関等で配布する。

　文京ボランティアまつりを変更し、地域活動団体同士のつな
がりを創出できるよう、「文京つながるメッセ」として実施する。

　 大規模災害に備え、災害ボランティア受入体制整備のた
め、災害発生時に文社協に設置する「災害ボランティアセン
ター」の立上げ訓練を行う。

    文京ボランティア支援センターを利用するグループの相互
交流、情報交換、研修の場としての連絡会を開催する。

事業区分

ボランティ
ア活動の
推進

青少年等がボランティア活動を体験し、知識や関心を深め
ることを目的として、夏季期間中の区内福祉施設やＮＰＯ等
の協力を得て、ボランティア活動希望者を受け入れ、実践的
な活動・学習の“場”を提供する。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （18）城北ブロックボランティアセンター共催事業等 20,000 14,320 5,680

　　１　ボランティアが集まるプログラムづくりのコツ

　　　開催日＝平成30年6月1日(金)

　　　参加者＝42名（40名）

　　２　城北ブロック災害ボランティア講座

　　　開催日＝平成31年2月2日(土)

　　　参加者＝57名（103名）

（19）文京ささえ隊ボランティア養成講座 369,000 143,640 225,360

　　開催日＝平成31年2月14日（木）、15日（金）、19日（火）

　　修了者＝4名（14名）

2 地域連携 （1）ＮＰＯ専門・定期相談 6,175,000 5,915,928 259,072

推進

　　相談件数=893件

（2）活動入門講座 160,000 100,000 60,000

　　　開催日＝平成30年7月7日（土） 参加者＝24名

　　　　                       12月8日（土） 参加者＝27名

（3）ＮＰＯ企画運営講座 185,000 131,000 54,000

企画に沿ったチラシをつくる講座を行う。

　　１　広報講座（チラシづくり講座）

　　　開催日＝平成30年8月22日（水）、8月29日（水）

　　　参加者＝34名

　　２　広報講座（団体キャッチコピーづくり）

　　　開催日＝平成30年10月20日（土）

　　　参加者＝12名

（4）プロボノ講座 163,000 117,000 46,000

　　　開催日＝平成31年1月26日（土）、2月2日(土)

　　　参加者＝18名

　 コミュニティマイスターによるNPO等団体運営に関わる様々
な課題に対する相談支援を行う。

  仕事とは別の軸で活動するための“複業”を知るための講座
を行う。

　　定年前の概ね50代を対象に、これまで培ったスキルを活
かして地域活動をスタートさせるための入門講座を行う。

事業区分

ボランティ
ア活動の
推進 　 城北ブロック（文京、台東、北、荒川区）で共催し、ボラン

ティア受入れ講座や協定に基づく災害講座を実施する。

   高齢者や障害者をサポートできる人材の育成を目的に、文
京ささえ隊ボランティア養成講座を実施する。また、区内での
継続的なボランティア活動ができるよう、ボランティア団体のグ
ループ化、自主的な運営ができる団体づくりを目指す。なお、
受講生は、サービス介助士の資格取得をする。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

2 地域連携 （5）ファンドレイジング講座 153,000 124,000 29,000

推進

　　１　地域の居場所運営者向け講座

　　　開催日＝平成30年7月13日（金）

　　　参加者＝13名

　　２　ＮＰＯ法人等活動団体向け講座

　　　開催日＝平成30年12月8日（土）

　　　参加者＝12名

（6）イベント・説明会 250,000 125,406 124,594

　　　フミコムcafe

　　　実施回数＝12回

　　　参加者＝470名

（7）フミコムパートナー 95,000 0 95,000

　 フミコムの企画について協議、検討などを行う。

（8）どっとフミコム 946,000 865,306 80,694

　　　登録団体数＝208団体

（9）広報・社協サイト 300,000 44,155 255,845

（10）ＮＰＯ事務費 840,000 492,103 347,897

　 ＮＰＯ法人等幅広い団体活動を支援するための事務経費

（11）ＮＰＯ活動基盤整備 4,247,000 3,724,755 522,245

（12）提案公募型協働事業 3,160,000 2,850,000 310,000

　　　課題解決部門助成件数＝1件

　　　地域活性化部門助成件数＝4件

   文京区地域活動情報サイト 「どっとフミコム」で団体の活動
のＰＲを促進する。

   ボランティア活動の情報を効果的に発信していくとともに、
対象団体が 「どっとフミコム」をとおして、活動室等の予約が
できるよう、サイトの運用管理を行う。

　 NPO法人等幅広い団体活動を支援するため、A1ポスター
プリンターや高速インクジェットプリンター等の貸出を行う。

　 地域活性化、地域課題解決のための協働提案事業を公募
し、助成を行う。

事業区分

　　助成金だけに頼らずに自主財源を集めるファンドレイジン
グ講座を実施した。

　 ゲストの話を聞きながら、今までつながっていなかった人同
士がつながるキッカケづくりの場を毎月提供する。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

2 地域連携 （13）フミコム朝活 300,000 257,598 42,402

推進    地域活動を始める準備のための講座を行う。

　　１　グラフィックレコーディング入門講座

　　　開催日＝平成30年6月16日（土）、30日（土）

　　　参加者＝39名

　　２　グラフィックレコーディング入門講座（追加開催）

　　　開催日＝平成30年9月1日（土）、8日（土）

　　　参加者＝46名

　　３　遊んで学ぶファシリテーション

　　　開催日＝平成30年10月13日（土）、20日（土）

　　　参加者＝17名

　　４　グラフィックレコーディング実践編

　　　開催日＝平成31年2月2日（土）、9日（土）

　　　参加者＝33名

（14）企業ボランティア連絡会 61,000 49,558 11,442

　　　第1回 平成30年5月22日（火）

　　　　　　　参加企業等＝17社28名

　　　第2回 平成30年10月29日（月）

　　　　　　　参加企業等＝16社25名

　　　第3回 平成31年2月18日（月）

　　　　　　　参加企業等＝23社39名

31,085,000 25,198,889 5,886,111ボランティア活動推進事業サービス区分　事業費等合計

事業区分

   区内企業等の社会貢献活動推進およびネットワーク化を図
るため、「企業貢献ネットワーク会議」を実施した。
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実  施  事  業  の  内  容 予算額 決算額 差異

1 （1）権利擁護センター運営 591,000 582,166 8,834

　　　相談件数＝4,802件（2,518件）

　　　　　　　　　　※平成30年度より相談件数の集計方法変更

（2）福祉サービス利用援助事業 1,761,000 1,214,994 546,006

　　　契約件数＝42件（39件）

（3）財産保全管理サービス

　　　契約件数＝13件（16件）

2,352,000 1,797,160 554,840

（7）福祉サービス総合支援事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）　法律相談の実施 240,000 200,000 40,000

　　　実施回数＝10回（7回）

　　　相談件数＝23件（14件）

（2）　福祉サービスに対する苦情申し立てへの支援 85,000 0 85,000

　　　相談件数＝17件（5件）

（3）　苦情解決委員会

　　　開催数＝0回（0回）

325,000 200,000 125,000

公正かつ中立的な立場で、福祉サービスに関する苦情等
を迅速に解決するため、法曹、医療関係者、学識経験者、民
生委員・児童委員、消費生活相談員で構成する苦情解決委
員会を設置、運営する。

福祉サービス総合支援事業サービス区分　事業費等合計

 　在宅で生活をしている概ね60歳以上の高齢者及び身体障
害者等で財産の保全管理が困難でかつ判断能力を有する方
を対象に、財産保全管理サービスを実施する。

福祉サービス利用支援事業サービス区分　事業費等合計

事業区分

福祉サー
ビス総合
支援事業

福祉サービスに関するトラブルや高齢者、障害者の日常生
活上の法律に関する事項に対して、弁護士による専門相談を
毎月実施する。

　福祉サービス利用者から事業者に対する苦情等を受付け、
サービス提供事業者等とともに、その解決を図ることにより、よ
り良い福祉サービスが受けられるよう支援する。

（6） 福祉サービス利用支援事業サービス区分

事業区分

権利擁護
センター
事業

　 区民、福祉関係者からの権利擁護、成年後見制度等の相
談、苦情、問合せに対応し、情報及びサービスの提供を行
う。

　 判断能力が不十分な認知症高齢者、知的障害者、精神障
害者等が地域で安心して生活を続けることができるよう、日常
的金銭管理、重要書類預かりサービスの事業を実施する。
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（8）成年後見事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）　成年後見制度の利用支援 606,000 512,050 93,950

　　１　成年後見人サポート事業

　　　相談件数＝1,375件（886件）

　　２　成年後見人講座

　　　〈先輩後見人に聞いてみよう〉

　　　第1回 平成30年7月19日（木） 参加者4名(12名）

　　　第2回 平成30年7月26日（木） 参加者3名(12名）

　　３　成年後見学習会

　　〈遺言と任意後見で老いじたく〉

　　　第1回 平成30年4月26日（木） 参加者27名(21名）

　　　第2回 平成30年8月23日（木） 参加者52名(34名）

　　〈高齢者と税金〉

　　　第1回 平成30年5月24日（木） 参加者21名(20名）

　　〈あんしんなっとく成年後見制度〉

　　　初心者向け平成30年6月28日（木） 参加者14名(19名）

　　　中級者向け平成30年10月18日（木） 参加者28名(14名)

　　４　成年後見制度推進機関会議 231,000 66,500 164,500

　　　開催回数＝3回（6回）

　　５　成年後見制度推進機関運営委員会

　　　開催回数＝1回（1回）

（2）成年後見制度相談会の実施 240,000 220,000 20,000

　　　実施回数＝21回（20回）

　　　相談件数＝34件（29件）

　 成年後見制度、権利擁護に対する知識、関心を深めること
を目的に広く区民を対象とした学習会を開催する。

   社協、地域包括支援センター、行政職員、専門職からなる
会議を開催し、成年後見制度についての意見交換や権利擁
護、成年後見制度の利用に関する困難ケースの検討を行う。

　 地域関係団体や弁護士・司法書士などの専門職からなる
成年後見制度推進機関運営委員会が、第三者的立場から助
言をすることにより、成年後見制度推進機関（権利擁護セン
ター）の適切な運営を図る。

　 成年後見制度や財産管理に関する事項に対して、弁護士
や司法書士による専門相談を毎月2回実施する。

事業区分

成年後見
制度利用
支援事業 　 成年後見制度や任意後見制度の利用相談に対応するとと

もに、社会貢献型成年後見人の活動を支援するための体制
を整備する。また、地域包括支援センターや行政機関等で抱
えている成年後見制度や権利擁護に関する困難ケースを解
決するため、専門家を含めたケース会議を実施する。

　既に後見人になっている方、あるいはこれからなる方に対
し、制度利用の相談問い合わせに対応する外、情報交換や
司法書士などの専門家から助言を受けるため、成年後見人
講座等を開催する。
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （3）成年後見制度費用助成事業 184,000 0 184,000

　　　助成件数＝0件（0件）

2 （1）法人後見業務の実施 956,000 807,731 148,269

　　　受任件数＝10件（8件）

　　　累計件数＝20件（18件）

2,217,000 1,606,281 610,719

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）生活福祉資金の相談・貸付 2,204,000 2,200,591 3,409

　　１　生活福祉資金　貸付決定額

　　　新規貸付＝6件（15件）  23,860,000円（45,493,000円）

　　２　緊急小口資金　貸付決定額

　　　新規貸付＝0件（1件）　0円（100,000円）

　　３　総合支援資金　貸付決定額

　　　貸付(継続含む）＝0件（2件）　0円（780,000円）

　　４　臨時特例つなぎ資金　貸付決定額

　　　新規貸付＝0件（0件）　0円（0円）

　　５　不動産担保型生活資金　貸付決定額

　　　新規貸付＝1件（0件）　28,980,000円（0円）

　　６　要保護世帯向け不動産担保型生活資金　貸付決定額

　　　新規貸付＝0件（0件）　0円（0円）

　　７　生活復興支援資金　貸付決定額

　　　新規貸付＝0件（0件）　0円（0円）

2,204,000 2,200,591 3,409

事 業 区 分 実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （１）ひとり親貸付事業 10,000 5,000 5,000

　　１　ひとり親貸付事業　貸付決定額

　　　新規貸付＝0件（0件）　0円（0円）

10,000 5,000 5,000ひとり親貸付事業サービス区分　事業費等合計

生活福祉資金貸付事業サービス区分　事業費等合計

（10）ひとり親貸付事業サービス区分

ひとり親貸
付事業

【東京都社会福祉協議会からの受託事業】
   区内在住の母子家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給
付金を活用して養成機関に在学し、就職に有利な資格取得
を目指すひとり親家庭の親に対して、修学を容易にすること
により、資格取得を促進し、自立の促進を図ることを目的とし
て、相談・資金貸付を実施する。

（9） 生活福祉資金貸付事業サービス区分

事業区分

生活福祉
資金貸付
事業

【東京都社会福祉協議会からの受託事業】
　 区内の低所得世帯や障害者、介護を要する高齢者のいる
世帯（所得制限有）の経済的自立と、生活の安定を図ることを
目的として、相談・資金貸付を実施する。（緊急小口資金、総
合支援資金、臨時特例つなぎ資金、不動産担保型生活資
金、要保護世帯向け不動産担保型生活資金、生活復興支援
資金を含む）

事業区分

成年後見
制度利用
支援事業 　 成年後見制度の利用に要する費用を負担することが困難

な方に審判申立費用の助成を行う。

法人後見
事業

　 後見人等の候補者がいない方を対象に、文社協が成年後
見人等となり、法人後見業務を行う。

成年後見事業サービス区分　事業費等合計
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事 業 区 分 実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）受験生チャレンジ支援貸付事業 389,000 102,686 286,314

　　１　受験生チャレンジ支援貸付事業　貸付決定額

　　　新規貸付＝78件（106件） 8,625,600円（12,565,600円）

389,000 102,686 286,314

3,391,000 3,042,623 348,377

3,780,000 3,145,309 634,691

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）ファミリー・サポート・センター事業 4,747,000 3,598,535 1,148,465

　　１　ステップアップ研修

　　　第1回 平成30年7月12日(木) 参加者＝14名（23名）

　　　第2回 平成30年10月24日(水) 参加者＝ 31名（28名）

　　　第3回 平成31年2月8日(金)  参加者＝28名（22名）

　　２　講演会

　　　第1回 平成30年6月20日(水)  参加者＝26名（54名）

　　　第2回 平成30年12月6日(木）参加者＝23名 （43名）

　　３　交流会（提供会員の交流及び情報交換）

　　　第1回 平成30年5月22日(火)  参加者＝21名（27名）

　　　第2回 平成31年1月11日(金） 参加者＝24名（25名）

　※第2回は、いきいきサービスと権利擁護センターと合同開催

　　４　登録者数

　　　依頼会員＝2,679名（2,524名）

　　　提供会員＝264名(233名）

　　　両方会員＝11名（7名）

　　　　　　合計＝2,954名（2,764名）

　　　活動件数＝8,977件（8,561件）

　　　活動時間＝13,225時間（12,632時間）

4,747,000 3,598,535 1,148,465

15,441,000 9,953,144 5,487,856

20,188,000 13,551,679 6,636,321

ファミリーサポートセンター事業受託事業サービス区分　人件費等合計

合　　　計

合　　　計

（12）ファミリーサポートセンター事業受託事業サービス区分

事業区分

ファミリー
サポートセ
ンター事
業受託事
業

【文京区からの受託事業】
　子育ての支援を受けたい方（依頼会員）と、子育ての援助を
行いたい方（提供会員）の登録を受け付け、地域における子
育ての相互援助活動として支援する。

ファミリーサポートセンター事業受託事業サービス区分　事業費等合計

（11） 受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業サービス区分

受験生
チャレンジ
支援貸付
事務受託
事業

【文京区からの受託事業】
　 学習塾の費用や、高校や大学等の受験料の貸付を行うこ
とにより、一定所得以下の世帯の子どもたち（高校３年生・中
学３年生）を支援する。

受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業サービス区分　事業費等合計

受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業サービス区分　人件費等合計
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実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）介護予防日常生活支援総合事業費 9,908,000 8,166,527 1,741,473

　 　　事業内容

　　１　生活支援コーディネーター会議への参加

　　　会議数＝6回（10回）

　　２　通いの場運営費補助事業「かよい～の」

　　　助成件数＝26件（16件）

　　　開催数＝1,298回（683回）

　　　参加者数＝16,072人（7,765人）

　　３　「かよい～の」助成団体効果測定アンケート

　　　対象者＝約270名（250名）

　　　回収数＝256件（223件）　有効回答率93.4％（87.5％）

介護予防日常生活支援総合事業サービス区分　事業費等合計 9,908,000 8,166,527 1,741,473

介護予防日常生活支援総合事業サービス区分　人件費等合計 21,336,000 20,769,984 566,016

31,244,000 28,936,511 2,307,489

（14） 応急小口資金貸付事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）応急小口資金 89,000 50,353 38,647

応急小口資金貸付事業　事業費等合計 89,000 50,353 38,647

（15） 歳末たすけあい運動事業サービス区分

実  施  事  業  の  概　要 予算額 決算額 差異

1 （1）歳末・地域福祉たすけあい運動 1,306,000 1,100,415 205,585

歳末たすけあい事業　事業費等合計 1,306,000 1,100,415 205,585

応急小口
資金

　　応急的な小口資金の貸付は、東京都社会福祉協議会の
制度の緊急小口資金貸付金に移行したため、現在は、旧制
度による貸付の償還に伴う事務を実施する。

事業区分

歳末・地域
福祉たす
けあい運

動
　　町会・自治会、民生委員・児童委員協議会、文京区等の
協力を得て募金活動を行う。この募金を原資として翌年度の
地域福祉推進のために活用する。

　　「かよい～の」募集・広報の検討や地域全体への支援方向
性の確認、活動状況の共有、資源マップの検討等を進めた。

　　参加者同士の助け合い・支え合い活動の一環として、体
操等の介護予防の取り組みを週1回以上行っている団体を対
象にその運営費を補助する。

　　参加者の傾向や、活動への期待、参加した成果などを分
析し生活支援コーディネーター会議で報告し、分析の一部を
団体へフィードバックする。

合　　　計

事業区分

（13）介護予防日常生活支援総合事業サービス区分

事業区分

介護予防
日常生活
支援総合
事業

【文京区からの受託事業】
　　高齢者が、要介護状態等となることを予防するとともに、要
介護状態等となった場合においても、可能な限り、地域にお
いて繋がりや生きがい、さらには役割を持って自立した日常
生活を営むことを支援するため、生活支援コーディネーター
を配置し、地域の多様な主体による多様な生活支援等サービ
スの体制整備を推進する。今年度、住民主体の通いの場「か
よい～の」や「ふれあいいきいきサロン」等を掲載するサイト
「地域資源マップ」を作成する。
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２ 法人全体計算書類 
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　　（1） 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　   ・満期保有目的の債券：償却原価法（定額法）

　　（2） 固定資産の減価償却の方法

　　（3） 引当金の計上基準

　　　 　　・退職給付引当金

　　　　　 （東京都従事者共済会退職共済)

　　（4） 消費税等の会計処理

　　（1） 東京都従事者共済会退職共済

　　（2） 中小企業退職金共済

　

計算書類に対する注記

　　　当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　1 重要な会計方針

　　　当法人で採用する退職給付制度は以下のとおりである。

　2 法人で採用する退職給付制度

　3 法人が作成する計算書類等と拠点区分、サービス区分

　　　　　 ・有形固定資産及び無形固定資産：定額法

　 　　　　（法人独自の退職金支給規程に基づき期末要支給額を計上する場合（簡便法））

　従事者共済会の実施する退職給共済制度に加入している職員に係る掛金納付額のうち、法人
の負担額に相当する金額の累計額を計上している。

　職員の退職給付に備えるため、当期末における法人の退職金支給規程に基づく期末自己都合
要支給額を計上している。

　　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

　　　　  当法人は事業区分が１つのため作成していない。

　　　　  当法人は公益事業を実施していないため作成していない。

　　　　  当法人は収益事業を実施していないため作成していない。

法人運営事業サービス区分、地域福祉事業サービス区分、助成事業サービス区分、在宅福祉事
業サービス区分、ボランティア活動推進事業サービス区分、福祉サービス利用支援事業サービス
区分、福祉サービス総合支援事業サービス区分、成年後見事業サービス区分、生活福祉資金貸
付事業サービス区分、ひとり親貸付事業サービス区分、受験生チャレンジ支援貸付事務受託事業
サービス区分、ファミリーサポートセンター事業受託事業サービス区分、介護予防日常生活支援
総合事業サービス区分、応急小口資金貸付事業サービス区分、歳末たすけあい運動事業サービ
ス区分

　　（3） 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号第3様式)

　　（1） 法人全体の計算書類(会計基準省令第1号第1様式、第2号第1様式、第3号第1様式)

　　（2） 事業区分別内訳表(会計基準省令第1号第2様式、第2号第2様式、第3号第2様式)

　　（4） 公益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号第3様式)

　　（5） 収益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第1号第3様式、第2号第3様式、第3号第3様式)

　　（6） 各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　　 　地域福祉推進拠点（社会福祉事業）

　　　　  　　当法人は拠点区分が１つのため作成していない。
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　　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

（単位：円）

　　　該当なし
　

　　　該当なし

　　　有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

（単位：円）

　　　債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

（単位：円）

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　　　該当なし

　13 その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を
　　　明らかにするために必要な事項

　11 重要な偶発債務

　12 重要な後発事象

　10 関連当事者との取引の内容

事業未収金 1,049,440

13,572,589合計

合　計 1,049,440

　9 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

債権額
0 1,049,440

器具及び備品 8,249,989 3,924,574

当期末残高

当期末残高
3,000,000

取得価額

当期増加額

 

減価償却累計額

徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

0 1,049,440

4,325,415
9,247,172 4,325,417

　4 基本財産の増減の内容及び金額

　5 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

　6 担保に供している資産

　7 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　8 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

車輌運搬具 5,322,600 5,322,598 2

基本財産の種類
定期預金

前期末残高
3,000,000 0

当期減少額

0
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